
 
 
 

平成２６年４月４日(金) 

９時００分発表 

国土交通省関東地方整備局 

港湾空港部 

 

「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」の設置について 

記者発表資料 

※発表概要を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本プレスに関するブリーフィングを次のとおり実施します。 

日時：平成 26 年 4 月 4日（金）11:00～ 

   場所：関東地方整備局 

（〒231-8436 横浜市中区北仲通 5－57 横浜第二合同庁舎 13 階 132 会議室） 

 

 

 

 

 

※本資料は関東地方整備局ＨＰにも掲載されております。 

http://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/index00000003.html 

 

 

 

 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、横浜海事記者クラブ 

東京都庁記者クラブ、埼玉県政記者クラブ 

平成26年3月30日に発生した沖ノ鳥島における桟橋本体の引出し作業中の転覆事故について、

本事業の実施主体である国土交通省関東地方整備局は、本事業を安全かつ確実に遂行するため、

下記のとおり、有識者で構成する「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」（委

員長：間瀬
ま せ

肇
はじめ

京都大学教授）を設置し、事故原因の究明及び再発防止に向けた検討を行うこと

としましたのでお知らせします。 

第１回検討委員会は４月上旬に開催（日程調整中）し、２～３ヶ月後を目途に、中間とりまと

めを行う予定です。 

 

記 

 

１． 開催 

日程調整中であり、詳細については、別途お知らせします。 

 

２． 主な検討項目 

(1)事故発生時の状況把握（気象・海象条件、施工手順 等） 

(2)設計及び施工計画のレビュー 

(3)事故原因の検討 

(4)再発防止策の検討 

 

３． 構成 

別紙を参照してください。 

問い合わせ先 

所属 国土交通省 関東地方整備局 港湾空港部 

担当 本間（ほんま）、阿部（あべ）、小笠原（おがさわら） 

電話：０４５－２１１－７４２２ 

FAX ：０４５－２１１－０２０４ 



 

別 紙  

 

「沖ノ鳥島港湾工事事故原因究明・再発防止検討委員会」 

 

 

委員名簿 

 

委員長 間瀬
ま せ

 肇
はじめ

   京都大学防災研究所沿岸防災分野 教授（海岸防災工学） 

委 員 鈴木
す ず き

 英之
ひでゆき

  東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授（造船工学） 

依田
よ だ

 照彦
てるひこ

  早稲田大学大学院創造理工学研究科 教授（構造工学） 

高橋
たかはし

 重雄
し げ お

  (独)港湾空港技術研究所理事長（海岸工学） 

小泉
こいずみ

 哲也
て つ や

  国土技術政策総合研究所港湾研究部長（港湾設計、海象） 

 

（敬称略 順不同） 

 

事務局 国土交通省 関東地方整備局 港湾空港部 

（予 定） 


